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麻 酔薬が臓器血 液量 にお よぼす影響

中  條
‐

信  :義

徳島大学:歯学部附属病院

麻‐酔:診療室
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約要●

●

麻酔薬が循環血液量、臓器血液量に与える影響についてク,ギ を対象に検討

した。循環血液量は対照群 (0.254/″ うontaz,cine)54ウ±Z21J/

り,barbiturate群 (25″/“ pentQbarbita■  ●Oaiュ五 )

10.8=る。4戚/ヽ,,a■ 9thane群 (1.MA00.8%)5aO圭 810彰′嘔 壼et―

蕪曹I,:「J:嘲l翼墓it築窪峯1裏革:
しかし吸入麻酔薬濃度の上昇により循環血液量、心抽出量は減少傾向1を 示したo

p6ntObarbit五 ュ以外め麻酵では、脳血準量は増神傾向を示した3
1

とくにl MAcの halotianb,■ 。‐れ。xyf■ ura■ e;2 MA CiO● 10_
th,・ etierを著明|で あらた。肝・ 諄をは hl・ |・ 五anoi麻酔に 事らそ五

液量、赤血球濃度●減少を認めた:す なわちha161ha、n9`キ つて肝
`“

嬌

管系は収縮 し、赤血球貯蔵臓器としてのこれか ら赤ユ球が他の循環系に放出さ

れることが'み
とめられたも           ,     :      :

崚ス麻酔薬あ濃度上昇にともない、心筋血率量はha■ 9th,,6r事生ヽ Lo―

thO番 yfュ urane、 ciethy:ё thё rで増加した。このことからha■ Q二
:i :                ´

「       
・

                       ' I

I五 ,1'11彎1言に対し下欅警撃:`や
ユ?tlIPIyfユ lr,,9ヽ 111,t'■

y・ 0'|'IⅢ素張中に作甲する,も ?キ推面きええ: ::  |::|li :■  |
.:       i        .

麻酔にともなう各臓器血液量の変化は各麻酔葉

`対

しそ特有
'そ

あり、各麻酔薬

の吸入濃度変化 (麻酔相の変化)と 臓器血液量の変化 との間には必ず しも一定

り傾向がみとあ られなかつた。         |  ‐ |     ‐ |
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は  じ .め  に

ホ酔 率は機 能的循環血液量 を変

`ヒ

す じめ、循環勲態に影響 を与ぇ るといわ■

そい る。
1)麻

酔状態下て,機能的循環血液量の変動は、生体内のいずれかの貯

‐
裁 滅器から族轟された血液が新たに循環 に参カロするか、またある領域に血液が

停滞するかのいずれかに起因 す る。 すなわち、麻酔薬が臓器の血管本容量 を変

化せ じめ1麟器血

“

量1に 変化 を もた らす ことがその原因 と考え られている。

また臨床的に` 手術部位が同一でb麻酔薬、麻酔法の違いによつて出血量に羊

を:みをめることがあス。これは麻酔薬が臓器循環。ながんずく構器」■●量を変

化せしある二上に起因すると考えられる。  :    1  1:  、   ・

そこで、現在ぅ言般臨床麻酔に使用されている麻酔業について,こ れらが臓

器秦渡量にいかなる菱花it■
ぇるかを,らがにし、こ414用い41界

'手
術、

お工び:麻酔管理をよ夕良く行なうためo■助として本研究を行なつた。   :

1 1 ‐  :  実  験
:芳

:法    1 ‐ :

=      '  .      1119)を
使用 した。 動物 を入眠せ じめ実験動物 |に は成熟″サ ギ (平均体重 5

るたol耳静颯
` pentObarbita■

80di■■ 5 0HF/″を投与した6

し、その酸素濃度を40,に維持した。

準導時押温ヽ冷却 して維持 した。 1圧は右側鎖骨下動脈に挿入 した CatheteF

‐
を分し,圧ひずみ計を用いて常にmonit6rし たし この時点において、以下述

べ る議種り麻酔薬を静脈内、あるいは吸人気中に添加 し、これらによ夕2時間、

麻酔状態下に動物を維持 した。 この時点で、動物の呼吸、循環が安定 している

'こ
とを確認した後、血液量測定を含むすべて0生理学的因子の測定を行なつた。

そ してその後b瞬問的

`心
拍動 を停止せ しめるため、心の う内に ary iё 0

acetOn液 を注入したしつづいて他の体腔内にも dry ice aё Oton液 を注

●
|

●

●
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，―

入 しれ ,か かる方法に よ
―
り、臓器摘出にともなう臓器か らの出mを 全 く排除 し、

ま彙血液,の臓器間移動 も起 こさせ しめることなく臓器の摘出を行なつた。

対照群の動物の疼痛除去には、pent,ZoCino o,75%Ⅲ (静脈内畏0

を用いた(1群 )も 3arbiturat9群 のフ″にはPo■|¨al■ ta・ ill,il・m

をを5暉′ 夕/hr綱 に持続投与 した (B群):吸本麻酔率 としてヽ ha■。―

th五五3(1轟)、 m6thOxyfiuranё 「て
=群

'、

こiot五多i3七五。|(・L群 )

:を 鷲用し、そ

“

特定の気化器
「

■ubt● c、 、P∝■oc(oy多芸a■e社製)i

≪WiJiI二 F∫∫lぶII'1:11勇ぽ驚記I上
y■ etttgr127´)であ夕、me thottyf■ llran oに ついてはいまだ決定されてい

4いた
マ )テ |す ■ 1‐サ)「 イ

ら`推
TI下 ,12%を

用いることどした。1吸入麻酔

薬濃度は吸気
=agを

ig五
8C五 |∞■toLil品・k柳未荘製 こ:86'11にそ赤

i

析測定:再確認した。その結果:いチれら農人藤畠濃度も手走ち濃慶ら二151

多然,`あつたち4お 各ヽ寒欧群と:も

'ォ

ギめ,羽を、|ちて,1晟し41・   :
=     _      .1 ヽ        :

_.■ 1 111■測 黛 項 目 1

1ⅢⅢIII鷲ⅢIIIみ||||
(3'P5 日本光電晨製 ):上に記録 Hll失

,      i  l l  ‐
   1      1::

':?‐
11弩 111摯ず-lF守 11て著′

in(lμ Ci):を注入|し :希釈法に事3‐を1堪1赫募五豪豊ξ五裏長碁面建:

し基●あ測轟 ::Lttpi:ι長二は饗議募五球連
.ゑ

4&二 :をbふ甘ユ轟
側よレ行をい、・それぞれの放射能活性を ⅢⅢ lⅢⅢ ttr(も 129型
packOra社 製)を用いて測定した:心拍出:量 はFi cIの原理.に よつて測定 し

:    1                 :              ,1  1:  |:   i

た。すなわち、15分間採取した呼気 g。 8量 (湿式gaピ ュ。■lr w E=型 i品
1                                         ,  '

川製作所 にて測定)と その酸素濃度 :(SChO■ a五ler微量 ga8分析器にて測定)

と同時に採取 した動脈血、混合静脈血の酸素含量 (Lex'02 01ni llXing―

tO三 社製蕉 てJll定)=夕算出 したも動脈血ガスおよびPEは電位測定法 (BM

S2 11HMア 2 Raaiometer社製)に より測定 した。臓器血液量を測定 した :

，　
１
１
‐

ヨ
ワ
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臓器は,脳、心筋、肺、胃、肝、脚b腎、大liE伸 展筋であつた。臓器血液量は、

単位赤血球量、血漿量の放射能活性と臓器のそれぞれの放射能活性 との比 より、

彗器赤車黙量(血豪量を求め:両 者の和をもつて算出 した。 なお単位赤血球の

機 織:測‐定のたび ごとに trappё d O■agma量 を差 し引き求めた:

■Omatolrit fiEは 動脈側 より採取 した血液をWintrobe管 に注入、

でる10分間遠沈することにより測定 した。

' 
実  験  結  果

A  barbiturateお よび l MACの 吸入麻酔薬。

■::平均動脈圧、心拍数、中心静脈圧 (表 1)。

平均動脈圧は、 C群においては麻酔前 1119か ら麻酔 2時間後においては

11,8甲嘔gへ と、■群では 117か らl o 6 mmHgへ と変化した。 しかし、

.311、 :毒 群では、それぞれ 109か ら90mm■ g。 95か ら8 2 mmHg、 10

2か ら9 5 mmHgへ と明らかに下降した (0,1く P〈 ao5)8心拍数、中心

静豚圧

`は

、実験期間中いずれの実験群にかいても有意な変化が認められ

:  なな?た,  i l i               :
2,動脈血分不お

:よ

び動旅五i菫 :後 1)。 |          ‐i

ll loすれの寒弊群

“

青ぃ
~C｀

9脈ュ撃素分翼、炭黎ガス分圧

`有
意な経時

的 変化 を認 め ななった|ま た動脈血 PHに うい て も
'1可

様 そあうた。

■ユ::全薇環五嵌巌tl■ 1ぴ・ 1しふ二t66rュ t値 (表 1)。

1   3群 は C群に比較 して、総血液量

`お

いて攣値 となる傾向を示 した。他

の実験群は C群 との間に有意差を認めなかった。 ■OmatOcrit値 は C群:          ハを
と牛

の実験群 との印与詳 を認めなか ?|。

4. 心拍出量 (表 1)。

C群に比較 し、 H、 コ群は低値を示 した (P〈 0.01)。 1色 の B、 M群

はC群 との間4菫基認めなかつた。
5.臓器ユ液:量

佃1鴛  |      :
C群 と比較 して B群 では 胃、牌 (Pで し ol)ヽ 腎 (oolく Fく 0.0

●

●

●



●
5)で高値を示した。 H群では脳において高値 (P〈 0.01)、 肝、路で

低値 (いずれも:Pく 0.01)を 示したoE群では癖 (OoJ〈 Pく 0・ 00)、

1腎 (P〈 0.01)て 高値を示 し4。 平群においては、牌について C群に比   .

し高値を示 したが、他の臓器においては差が認められなかつた。  :.   :

6.臓器: he=at66rit値 (図 2)。       1 1 .1  _ 1
: : | し群た比較してH群をは脳、心筋、肺、曽、管絡筋そ嵩値を示したくい

|11娑 ::WilIII[iI[:借菫IIi[:[唇青ξ‐」[l碁・1 したも  '     I  :    j  : 1  1  ■   ヽ_:
lb ,MA9の吸

^麻

酔率。       1 1                1
1::平均動脈庄、1心拍数、中心静脈圧 (表 2)。        |:

平均勧脈圧は:1l MI i群 とも

'MICを

低下した て
'〈

lol,9i   l.

心拍数、■申心静脈圧においては1い ずれあ実験群でも変化が認められなか? ‐ 1、

1‐ :え:111■ ‐11111■三 111´ 111.■
|12.動 脈血方ス、ぉよびJilb脈血 PH(表 2)。     1 ■    「    :

|■ ■ |■ 1守中 IⅢⅢ 童季分|ヽ
家撃ガψ :|に響 響 ■ |つ■ ■ ‐

■ ■薫 血メ
～

す岬 鮮 も弩TII:“ |`|:1■■ |■ |11■

|||lt'1,1晏 1贅禦111
E群それぞれo全循環ュ液量平均値

:: :群
=ё

.七 81M群■0.'ら 、■帯Ta95であつた。すたゎち、吸入気麻 |:

:酔 ガス濃度の増■llと ともに全年環血擦量の減少傾向が認められた。    .  :

4 心拍出量 (表 2)。         :           :
:     H、 M群は 6群 L IL載 しそ減少 (P〈 001)、 コ群 は減少傾:向 を示 し

たp ё群および Hi M、 P群そキぞ4の心拍出:量平均値 とMACの｀
変化か

ら求めた相関係数年ゃH群 =0814b立 群― d99、 コ群 -065で あつ

た:すなわち、 
“

Acaグt夕0  とともに心拍出量の減少傾向が認められた,

●

●

●



ユ 臓器血液量 (表 |、 4)。 、

五attothanO群 では C群 に比較 して、牌臓で増加 (0.ol〈 Pく 0.05)

●ethoxyfユ urane群・でωti鮨 (0.0 1 くPく 0.o5). 膜1(P<0.01)

で増加、
`iOth'■

et● o子 群ては脳で増加傾向、肺 (Pく a01)そ 増加

: した。                                 :

・
■

、
移 零 繁 協 7ア FI群 下Ⅲ

「

た
IⅢ Ⅲ

傾Ⅲ
施

において

“

減少傾向を認めた。 M群においては血液量が増加傾向を示した

｀
厳器がなく、脳に■いて減少 (001く Pく 0.05)、 胃ではその傾向を

示した。また、コ群においては、いずれの臓器においても血液量の変化が

認■ |れな力
:マ

た。全循琴車準旱 1同様の方法にて求めた各臓器血液量変

化とMA● 変化との相関係数は表 4に なとめた。  .  :     :

識 に。麻酔薬が生体に及にす影響を研究する場合、無麻酔:状 態との比較に

おいて―
検討することが好ましぃ6しかしながら、無麻酔状態では動物が実験操

作に1る 1,IFe31か ら解放されることがなく,ためにかえつて循環動態に人工

絢な変

“

を生ずる。そこで、麻酔状態と覚醒状態との中間

“

あり、■撃

`循
孝

||||:|||111:||ら|1競脊||ず■ⅢⅢIて,|1行 .う |
とがよいといわ4る。そこで、本研究に■いては、peitazocinoに よる鎮痛

を得た,え で実験を遂行したも 1     1    :   _
また、■般 に、1実験動物にな″ヌ

'S用

い らiれ そいるが、血液量変化を研究す

る場合には、 イヌは必ず しも適当 な動物 とは考 え難い。 す なわち、Carneiro

4)ら な ィヌを用いて 9″4/κgあ脱血施行時 、牌臓 が脱血量 の 3b%に 等 しレ、血

液量 を供給することを認めている。 しか るに、体重に対 する膵臓重量の割合は、

ヒトでは0。 1%5)、 クサギでは0.1¢ 、イスでは0.7%6)と 、1し 1吏的大きだ血

液貯蔵臓器 として作用 し、実験の結果をヒト
子演`ギす ることが困 :∵[で ある。

麻酔薬が循環血液量に与える影響は麻酔薬の種類や麻酔時‖1に より異なると

いわれる♂)dib80五 ら8)は 。tl.。r麻酔導入にともな
'■

1狐量の変化を続察

●

●

察考

●

●



● した。彼らのEvang′ bユ■oを用いての測定結果によると、血漿量は麻酔導入

とともに減少した。
'ri,oら

9)は 51cr■Obe■■oa赤車球とBvo■ ,′ bユ■o

にて血液量を測定し、 eth er 麻酔の導入20分 目には,`%血漿量が減少

し:その後80分 目には4.9%減少したと報告している。一方:Grabi`ら 10

は 5101 LI。 ■■9こ 赤血球 と 125二 五ュbuhilを使用 し、 循琴ュ稼量:を測定 した:

すなわちt ha10thaneti麻 酔では 10。 1%の増加、 9yc■Opropanetでは4%

の増カロを認めている。本研究においては測定目的を異にするために同一個体に

おいて特定の麻酔前後にわける血液量を比較することができなかつたが、対照

群のそれと比較すると、ha■OthanO、 mOt五 oxyFユ uranet.ettter,麻 酔時に

は循環血液量てほとんど変化を認めなからた。 しかし、政入濃度の上昇ととも

に、いずれ0吸入麻酔薬によつても循環血液量は減少傾向を示した。 これtC対

応するかのことく、心拍出量も吸入麻酔薬の濃率上昇とともに減少傾向を示 し

た。この原因には心筋収縮力の抑制 11)ゃ末梢血管抵抗の減少 1の が考えられ

ている:いずれにせよ、心拍出量の減少ぼ末精組織での血液循環を低下すしゃ

血性のうつ滞をもたらすであろう。この結果i有効循環血液量が減少
・
し、これ

はまた心拍出量を減少せしめたものと考■1ら |ぅ。亭織度の麻酔薬は,_L漆 レ‐

たような悪循環を形成 し、循環系を強くrF制することが想嫁さiれ る:麟未的に
: : f   : ,     .     :  -     11 1  1 11   11

も麻酔導入時や高濃度の麻酔薬吸入時には、考 レいユ圧下降弯弔●
11■

るo

このような場合、恐循環0形成を断ち切る意味にないてゝ血液量増加|の 処置は

血圧下降を回復せしり、または予防でき4こ とが示唆される。 .    :

麻酔率あ臓器血液量におよにす影藝て歯する0先 r■ 少よいQ01■五。IЪ lつ

は正常犬の静脈内に 510″た夕の う6ntobarbite■ を投与 し、 heュatOCrit

値が

'5%減
少、諄摘犬では 6¢ の減少にとどまつたことから■ lontObat―

bitaユ 麻酔は絆臓に赤血球 を集申せ しめるもの1は ないかな馨駆tた。ま臭、

今回の研究にゃいてもi pontObarbila■ 麻酔群では対照群に比して、膵血液

量は有意な増加を示した。                .

また、本研究中 barbitura te麻 酔以外の麻酔で、脳血液量の増加が認め ら

●

●

●



4た。1麻酔薬による脳血液量変化を直接測定 した報告は現在までに知られてい

ない。 しかし_、  sェithら 1の は脳圧完準大 (液体窒素を用いて脳浮腫作成)

Fp,ntOPaFbrta■ (60″″)の毅与、 7o%笑気、a86%ha■ othane

を吸入せ じめて脳圧変化を比較観察した。その結果、 balbiturateで 脳圧が

下降することを認めている。また、臨床的にも、脳庄克進患者にpentoba rbニ

ita■ を投与 し

'脳
圧下降と神経症状の改善をみたとする報告がなされてい る

45t_般に、脳車液量あ増加餞腐容積の増加をもたらし:頭蓋内圧が上昇する

|と が知られている。 したがつて、脳浮舞 ,i脳外傷など

`み

られる頭蓋内圧売

進森顧下そ1麻酔にな barbit■ ateが適 しを1い るように思られ乞:iric:
46p、 Liど毛6.ニュ17),Iら は::ヒ 1にぉ二て、

「
静嬌へ, Cathet,r 挿入法を

用:い

「
彙重。●yanl■ oな

=。

enの希釈法 に よ♭、門llR系嶺瑛臓器血流量 を:最 え

:雄鳥在標議 1■titti五 を獲鳥じえ幕釈去にょ、二4:塙嶺域あ五液豊を高時た
測定した。そo結果、 16t20%の cす010prOPane麻酔は、Fi脈系内臓領域

のユ管抵れを彗加せ しめ、血流量を減少せ しめたがb血液量は 5名 中2名 に減

少な認つたにとどまうた。 また1 1:2～ 1‐ 6%ha■ othane麻酔は、 Fl脈 系内

臓鎮域のユ管抵抗に変イヒを与えず、血流量の減少が灌流圧の減少に平行 した:

しかし:軍部●血液量 lCは有意を変イヒを与え41か うだ。本研究に|い て、二aT

■6■11:森試  
「
11,た l MAC‐ら 五aェ :ti』 IЬ 族藻では、jFF臓 :藤機の五

液量|サタすし|た|:し か,し :rlLら 麻酔薬をは反対F増加せ しゅた。 五五■oth‐

0■9?心機能押命‖や末梢血管抵抗の減少、また、この両者による心拍出量の波

少が末梢になける血液湾流効果を減 じそぅ体内いずれかの脈管系に血液を停滞

せじめたためてはないかと考ス られる。“ha■ lthane麻酔では、脳、心筋 、肺、

胃li骨格筋の赤血番濃度が高値を示し。他の麻酔薬に比較 して特徴的そあつた。

また■般に1・ 他●臓器に比して赤血球濃度|の 高し`肝臓、牌臓のlra液 量が ha■。_

■●ne麻酔で有意な減少を示 した。 これらの結果考総合判断すると、 ha■ ot―

ユ。五o麻酔下では、赤血球貯蔵臓器としての肝‐牌臓 //・ ら赤 lrl球 が放出され 、

他の臓器へ分散さみ、他の臓器の赤血漱濃度を上昇せ L′ めるものと思わ
'lる

。

●

●

●

●



●

|  ::                           ■`
「

AndrOOnら 10は、大にお法で二五1。tiane麻酔 と脱血 とに

'ら'miを
十

降す レリ、日程度のF5脈血流量の減少を得たが、平均癖動FK血流量な:脱血群

では対照群の 86%、 ha¨働国鳳o麻酔群ては 41%ま で減少:した3肝酸素消

費量は脱血群で変化を示●機かつた
"ib ha■

。ttha_h鏡藻群では減少した。'こ

の結果から、ha■othane麻酔による序血液量ち機衆 :ら抽出皇1減少

=レ

:ヽ

べ謝性因子によ:夕 、よリー層影響を受けているも1の と解釈することなく弯る。
i  t  ■1

したがつて、 haュ ot●anO麻酔の肝、解血液量の減少作用は,単にその灌流量ゝ

濯流圧の低下作用のみにて解釈することは困難である。がそらくヽ ha7■Ottta―

n6ぞ 2も のがなんらかの機序な介し、特暴的に:こ の領域臓器の脈管系を収縮

せ しめ:血液量を減 じるものと推測さえる::五li6ti=五 も
:麻

酔後た●オれた癖

炎は、代謝産物の毒性ゝhylo■ё五もitivity I免 表反応 4と にょると:考え■

|てい乞1"力tゝ

:ぃまたにそ1豪歯甚義:|ふたたちそュなぃ:し卜し::二送ι:

た事うにil,■ Otha五 9麻酔にようて臓器血管が収縮し、また赤血球濃度が減

少するならに、肝全の酸素供給も減少する。これヽまた肝炎発生の原因.|も し

くは機序にたんらがの影響をもえらしていると考え:ら
れぅ6  1:■ ::

■ |    

´

                      :

虚:血性心疾患 者々の麻酔にあた0で は、心筋への酸素供給を充分に保持するJ

.こ とが必要である。すなわち、心筋の栄養血管の■

“

量1澪少■レ幹る書警琴 |

は嗜藻上悪けt五 :夫 き|で ぁらち:1果読亮に|||を : i轟 AC‐ 腹入孫喜では
「

いチ九あ麻酔薬も芯

"ユ

液量を変化すじらスととななふ?え:tか し:1吸ス濃

度の上昇にともない、心筋血液量は、れ,ユしtia五 ざで球少、五手Othy:●早

"r・そ|カロ
iし

た。:す

'ら

も、議者をを動諄薇五管■収鳥、覆著ぞ拡裏を票ti:墓
:  ●  : .                                 ‐ i   l     ・

者は、他の実験的研究においても心筋血液量と血流量との間に正め相関性があ

ることを認めそいる。● haユ。tha五 0即)meti61ytt■ ui五 |。
21｀ ■■gthiニ

letlぎ 1‐多11ま :11サ
ー
,た 1も

,商 11'I角
がそi五

81aiiv? i10ti6311イタr‐
=子

F,|る と
いわれる。|しかし、1本研究結果から:′心筋:脈管系の拡張をiも たらすであろう:

d iethyユ othOrが、 ぁるいは虚血心を有する患:者への麻酔に最も連している

ともいえ よう。         ■, 1

●

●

●



.■
般に、 憲〕最Юxyfュ tlra3 o,こ lothy■ othor麻酔ての臓器血液量は、

″ とめらグ
案 び た 1 1増

加 す 乞傾向が認め られた。 す なわち:機能的循
:    1       1

環ユ準量の減少を
'も

たらす傾向が認められた。しかしt ha■ Othane麻酔では

1記傾向な琴|られず、|と くに1飾に,い ては有意た負の相関性が認められた。

すなわち ,ヽ4aユ ,t≒anOIが ィ心′務に1対サ・る,ogati.::~inotroPi`山
力ふγ暮右:も るヽ

事案 と相関す るよ:う に思われた。いずれにせ 1、 あえ特定ら臓器のFl液豊につ

いてみると、麻酔業に対 して共通 の反応を示す も0でないことが認められた。

また,それぞれ0麻酔薬は必ずしもその濃度に比例して臓器血液量を変化せ
‐     ‐    .       :た

こ11:thoiyf二・

'al。

とこ:othy二じめるものでないことも認められた。た

二おルlo=:どtは 1・ 着環五漱豊
`臓

器血液量●弯花と、たとんど同■め傾向を示

した|ふ
:::=暑‐巖メ事おも花撃島たIi gth:: をぁり、事ぺ|あ魚に|いて数板

した雑格を有する麻酔薬であ夕.臓器血液量への影響においても極めて強い共

通性:が あることが認められたら

":| 
■ 辞

: :‐  |

η9=`:キ
|マ

`IIア

たり|1崎 医科大学麻酔料、

)な ■、
.本

研究に有益な助言を与え られた大阪

大学歯学部口腔生理学、河村洋二郎撃授に対 し、ここに慎 しんで感謝の意を表

す る。
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Effect of anesthetics on blood vo■ ume inivaFiOuS Organs
was studied in 72:rabbits which were anesthetized w■ th intravenous
pentobarbital sodium Of 21mg/kg, 008 and l.6 % halothane( l MAC and

2 MAC ), 0。 12 and O.24 %methoxyflurane ( l MAC and 2 MAC )or 2.7
and 5.4 % diethy■ ether ( l MAC and 2 MAC ) I Red cell and p■ asma

volume was measured by ュndicator dilution mothod with 。lCr labelled

red cell and ・
251 1abelled albumin; rospectivelyo Cardiac output

was meaSured b, Fi9ヽ '日 pFiI)Cip10。  The anima■ s were Sacrificed

promptly cardユ ac fFeeZing ■nc subloq■ont wholo body free7ェ ng by

,CetOn and Ory ic, ■lx,IFe l■■94‡ altely arter thel measltrmO■ l of
several physiologiCal paFa.me19FS, The■  oF,a・■S (‐ brain‐  1■■gs,

■yO,ardium, liver, ,19摯
'91′

 kユ dney and rect■, fe■9F,1 ,Is,19 )

W9F9 9XCiS.ed withouゼ  blood loss and translocation of b19o4 b9tw9en
orgalls.

111‐  NO significattt change was observed in the total circu■ at iilg

blood volume between the control and the experiment groups.

Cardiac output tended to decreaselassociated with the‐  tendency
decreased in the tota■  cュ rculating plood v● lume f01■owing
doepening in anesthetic level. The blood vO■ ume in the brain

tended to increase in the anesthetized grOups, particuarly by

l MAC llalothane, methoxyfluran● :and 2.lC.tC diethylether, except   、

the barbiturate group.

The blood volume in the liver al■ d spleen decFeSed under the
halothane aneSthesia. It was indicated that the vessels,ギ particularly

vein, would be collapsed in the livor and sp■ een under halothane

anesthes■ a. The blood volume ■n the myocardium decreased also under

halothane anesthesia while it tended to increase under methoxyflurane

or diethylether aneSthesia. The resu■ts surggested that no specific

change was occurred in organ b■ ood volume by a certain anesthetiO

agent. It was also recognized that organ b■ 。od vo■ume would not

ch●_nge correlated w■ th changes of depth of anesthes■ a.
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